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『

ク

ロ

ス

ロ

ー

ド

∞

』

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

古

堅

元

貴
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■

登

場

人

物
 

真

鍋

岳

（

１

７

）

葉

明

学

園

生

徒

 

宮

田

剣

（

１

７

）

葉

明

学

園

生

徒

 

佐

久

間

一

樹

(

１

７

)
葉

明

学

園

生

徒

 

 

吉

野

圭

(

２

２

)

帝

明

大

学

４

年

。

教

育

実

習

生

 

 

進

藤

佳

純

（

１

７

）

岳

ら

の

同

級

生
 

 

真

鍋

薫

（

４

３

）

岳

の

母

 

真

鍋

夕

(

１

４

)

岳

の

妹

 

佐

久

間

敦

子

（

５

２

）

一

樹

の

母

親

 

塚

本

正

二

朗

（

４

７

）

葉

明

学

園

教

員

 

 
 

美

国

み

く

（

２

３

）

ク

ロ

ス

ロ

ー

ド

∞

・

メ

ン

バ

ー
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○

千

葉

県

流

山

市

・

葉

明

学

園

・

２

年

Ｃ

組

（

午

前

）

 

３

月

下

旬

。

通

知

表

を

担

任

が

渡

し

て

い

る

。

 

友

達

と

喋

っ

て

い

る

真

鍋

岳

（

１

７

）
。

 

友

達

１

「

余

裕

だ

な

～

」

 

岳

「

高

校

の

通

知

表

っ

て

何

の

意

味

も

な

い

か

ら

」

 

友

達

１

「

岳

は

大

学

行

か

な

い

か

ら

ね

～

」

 

岳

「

そ

れ

進

学

校

の

嫌

味

だ

ぞ

」

 

友

達

１

は

担

任

に

呼

ば

れ

通

知

表

を

取

り

に

行

く

。 

こ

っ

そ

り

ス

マ

ホ

を

出

し

、

い

じ

る

岳

。

 

岳

「

は

あ

ぁ

！

？

」

 

一

斉

に

岳

を

見

る

教

室

の

面

々

。

 

 

○

同

・

２

年

Ａ

組

（

午

前

）

 

通

知

表

が

渡

さ

れ

て

い

る

。

友

達

と

喋

っ

て

い

る

宮

田

剣

（

１

７

）
。

 

剣

「

成

績

悪

か

っ

た

ら

部

活

出

れ

な

い

。

補

習

だ

よ

」

 

友

達

２

「

あ

と

死

神

サ

ー

キ

ッ

ト

だ

な

」

 

剣

「

死

神

サ

ー

キ

ッ

ト

・

・

・

」

 

ス

マ

ホ

の

バ

イ

ブ

音

。

こ

っ

そ

り

ス

マ

ホ

を

見

る

剣

。 

剣

「

え

え

っ

！

？

」

 

一

斉

に

剣

を

見

る

教

室

の

面

々

。
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○

同

・

２

年

Ｂ

組

（

午

前

）

 

通

知

表

が

渡

さ

れ

て

い

る

。

誰

と

も

話

さ

ず

静

か

に

自

分

 

の

番

を

待

つ

佐

久

間

一

樹

（

１

７

）
。

バ

ッ

グ

に

入

れ

て

い

 

る

ス

マ

ホ

に

通

知

。
岳

と

剣

か

ら

の

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

だ

が

、
気

づ

 

か

ず

呼

ば

れ

る

の

を

待

つ

一

樹

。

 

岳

「

一

樹

！

」

 

廊

下

か

ら

ダ

ッ

シ

ュ

で

岳

と

剣

が

一

樹

の

教

室

に

や

っ

て

 

く

る

。

 

一

樹

の

担

任

「

何

し

て

ん

だ

！

？

」

 

岳

と

剣

の

担

任

も

や

っ

て

く

る

。

 

岳

の

担

任

「

授

業

中

だ

ぞ

！

」

 

剣

の

担

任

「

教

室

戻

れ

！

」

 

岳

「

見

ろ

！

」

 

一

樹

「

え

？

」

 

剣

「

ブ

ロ

グ

！

」

 

一

樹

は

ス

マ

ホ

で

ア

イ

ド

ル

グ

ル

ー

プ

『

ク

ロ

ス

ロ

ー

ド

 

∞

（

イ

ン

フ

ィ

ニ

テ

ィ

）
』
の

公

式

サ

イ

ト

か

ら

メ

ン

バ

ー

・ 

美

国

み

く

の

ブ

ロ

グ

を

見

る

。

 

一

樹

「

ん

っ

？

」

 

『

報

告

』

と

い

う

タ

イ

ト

ル

の

ブ

ロ

グ

が

更

新

さ

れ

て

い

 

る

。
ブ

ロ

グ

を

読

む

一

樹

。
岳

と

剣

は

そ

れ

ぞ

れ

の

担

任

に

 

注

意

さ

れ

、

自

分

の

教

室

に

戻

る

。
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一

樹

「

・

・

・

嘘

だ

」

 

教

室

を

飛

び

出

す

一

樹

。

 

一

樹

「

お

い

！

？

」

 

そ

の

声

に

立

ち

止

ま

る

岳

と

剣

。

 

一

樹

「

・

・

・

み

く

み

く

、

卒

業

す

る

の

か

よ

」

 

見

つ

め

る

３

人

。

教

師

達

は

再

び

彼

ら

を

注

意

す

る

。 

タ

イ

ト

ル

『

ク

ロ

ス

ロ

ー

ド

∞

』

 

 

○

流

山

市

・

フ

ァ

ス

ト

フ

ー

ド

店

（

夜

）

 

席

に

座

っ

て

い

る

岳

、

剣

、

一

樹

。

誰

も

目

の

前

の

 

バ

ー

ガ

ー

セ

ッ

ト

に

手

を

付

け

て

い

な

い

。

 

岳

「

な

ん

で

卒

業

な

ん

だ

よ

！

」

 

３

人

を

見

る

店

内

の

客

ら

。

 

一

樹

「

う

る

さ

い

よ

」

 

岳

「

う

る

さ

い

の

は

お

ま

え

だ

！

」

 

一

樹

「

お

れ

？

」

 

剣

「

み

く

み

く

と

し

て

も

ク

ロ

ス

ロ

ー

ド

∞

と

し

て

も

今

 

が

全

盛

期

な

の

に

」

 

一

樹

「

全

盛

期

だ

か

ら

だ

よ

。

今

、

卒

業

す

る

か

ら

こ

そ

ア

イ

ド

ル

と

し

て

、

最

高

の

姿

で

卒

業

を

フ

ァ

ン

に

観

て

貰

え

る

。

そ

れ

に

女

優

業

に

挑

戦

し

た

い

っ

て

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

で

言

っ

て

た

し

、
今

後

の

グ

ル

ー

プ

活

性

化

の

為

に

、
後

輩

に

ポ
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ジ

シ

ョ

ン

を

渡

す

意

味

で

も

、

そ

ろ

そ

ろ

卒

業

を

決

断

す

る

と

は

・

・

」

 

岳
「

な

に

冷

静

に

分

析

語

っ

て

ん

の

？

知

っ

た

時

、
一

番

驚

い

て

 

た

だ

ろ

」

 

 
 

否

め

な

い

一

樹

。

 

剣

「

坂

道

ダ

ッ

シ

ュ

の

時

も

千

本

ノ

ッ

ク

の

時

も

死

神

サ

ー

キ

ッ

ト

の

時

も

み

く

み

く

が

い

た

か

ら

頑

張

れ

た

の

に

」

 

岳

「

分

か

る

わ

～

」

 

一

樹

「

死

神

サ

ー

キ

ッ

ト

っ

て

何

？

」

 

剣

「

も

う

生

き

て

い

け

ね

～

よ

」

 

一

樹

「

ね

え

？

死

神

サ

ー

キ

ッ

ト

っ

て

？

」

 

メ

デ

ィ

ア

初

登

場

時

の

み

く

み

く

の

自

己

紹

介

動

 

画

を

見

る

岳

。

 

み

く

(

動

画

内

)

「

山

梨

県

出

身

・

美

国

み

く

で

す

！

ク

ロ
 

ス

ロ

ー

ド

∞

を

最

高

の

ア

イ

ド

ル

グ

ル

ー

プ

に

し

 

た

い

で

す

！

」

 

岳

「

み

く

み

く

！

こ

れ

か

ら

お

れ

ら

ど

う

生

き

て

い

け

ば

い

い

ん

だ

よ

！

」

 

３

人

を

見

る

店

内

の

客

ら

。

 

一

樹

「

(

岳

に

)

だ

か

ら

・

・

・

」

 

岳

「

う

る

さ

く

ね

え

よ

！

心

の

叫

び

は

い

く

ら

大

き

く

た



7 

 

っ

て

い

い

ん

だ

よ

」

 

一

樹

「

い

や

、

心

の

叫

び

が

漏

れ

て

る

か

ら

」

 

剣

「

卒

業

ラ

イ

ブ

の

詳

細

は

後

日

発

表

か

」

 

岳

「

・

・

・

卒

業

と

言

う

事

実

は

も

う

変

わ

ら

な

い

。

み

く

み

く

が

笑

顔

で

卒

業

出

来

る

よ

う

に

お

れ

ら

は

残

り

の

時

間

、

全

力

で

応

援

す

る

。

そ

れ

が

推

し

メ

ン

へ

の

、

フ

ァ

ン

が

出

来

る

最

大

の

コ

ー

ル

＆

レ

ス

ポ

ン

ス

だ

よ

な

」

 

剣

「

そ

う

だ

」

 

一

樹

「

・

・

・

た

し

か

に

」

 

よ

う

や

く

バ

ー

ガ

ー

セ

ッ

ト

を

食

べ

始

め

る

岳

ら

。 

 

○

岳

の

自

宅

・

岳

の

部

屋

（

夜

）

 

数

日

後

。

ス

マ

ホ

を

見

て

い

る

岳

。

画

面

に

は

「

美

 

国

み

く

卒

業

ラ

イ

ブ

・

６

月

１

５

日

（

金

）

山

梨

ア
 

リ

ー

ナ

開

催

決

定

」

の

文

字

。

 

岳

「

！

？

」

 

 

○

流

山

市

・

ス

イ

ー

ツ

バ

イ

キ

ン

グ

店

（

昼

）

 

店

の

外

に

も

列

が

出

来

る

ほ

ど

の

大

混

雑

の

店

内

。 

岳

、

剣

、

一

樹

は

ケ

ー

キ

を

食

べ

て

い

る

。

 

岳

「

な

ん

で

平

日

！

し

か

も

山

梨

！

？

」
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剣

「

山

梨

出

身

だ

か

ら

、

最

後

の

ラ

イ

ブ

は

生

ま

れ

育

っ

た

山

梨

で

ア

イ

ド

ル

人

生

を

終

え

た

い

」

 

一

樹

「

み

く

み

く

ら

し

い

よ

ね

・

・

・

」

 

岳

「

分

か

る

け

ど

。

け

ど

せ

め

て

神

奈

川

だ

ろ

！

」

 

一

樹

「

ん

？

ど

う

い

う

事

？

」

 

岳
「

神

奈

川

だ

っ

た

ら

ま

だ

な

ん

と

か

電

車

で

も

い

け

る

。

横

浜

は

お

れ

ら

も

み

く

み

く

生

誕

祭

で

行

っ

た

だ

ろ

。

で

も

山

梨

だ

と

変

わ

っ

て

く

る

。

山

梨

、

電

車

で

行

け

る

感

覚

あ

る

？

高

校

生

の

お

れ

ら

が

？

し

か

も

千

葉

県

民

で

？

」

 

剣

は

ス

マ

ホ

を

見

な

が

ら

、

 

剣

「

こ

こ

か

ら

だ

と

山

梨

は

４

時

間

か

か

る

」
 

岳

「

う

わ

っ

」

 

一

樹

「

千

葉

県

民

は

ど

っ

ち

も

遠

い

け

ど

ね

」

 

岳

「

ま

あ

本

物

の

フ

ァ

ン

は

平

日

で

も

山

梨

で

も

関

係

な
 

く

参

戦

す

る

け

ど

な

」

 

剣

「

で

も

実

際

。

学

校

休

め

る

？

」

 

岳

「

休

む

に

決

ま

っ

て

ん

だ

ろ

」

 

顔

が

曇

る

剣

と

一

樹

。

 

岳

「

は

？

行

か

な

い

の

！

？

」

 

剣

「

そ

の

日

、

大

会

前

。

最

後

の

夏

」

 

一

樹

「

僕

も

予

備

校

あ

る

し

。

そ

も

そ

も

母

さ

ん

に

バ

レ
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た

ら

絶

対

止

め

ら

れ

る

」

 

岳

「

じ

ゃ

あ

ど

う

す

ん

だ

よ

？

み

く

み

く

の

最

後

」

 

一

樹

「

だ

か

ら

悩

ん

で

る

ん

だ

よ

」

 

岳

「

あ

あ

あ

ぁ

あ

～

～

～

、

く

そ

っ

！

」

 

一

樹

「

・

・

・

あ

の

さ

、

場

所

変

え

な

い

？

」

 

岳

「

ま

だ

ケ

ー

キ

２

つ

し

か

食

べ

て

な

い

だ

ろ

」

 

一

樹

「

い

や

、

だ

か

ら

。
・

・

・

周

り

」

 

周

囲

は

カ

ッ

プ

ル

や

女

子

同

士

の

客

ば

か

り

。

 

岳

「

ス

イ

ー

ツ

バ

イ

キ

ン

グ

に

男

子

３

人

で

い

る

か

ら

か

？

周

り

は

カ

ッ

プ

ル

や

女

子

同

士

で

来

て

る

の

に

男

３

人

で

来

て

・

・

・

」

 

一

樹

「

は

っ

き

り

言

わ

な

く

て

い

い

！

そ

う

だ

よ

！

」

 

岳

「

情

け

ね

え

。

そ

ん

な

事

気

に

し

て

」

 

店

員

が

焼

き

た

て

の

ク

ロ

ワ

ッ

サ

ン

を

各

テ

ー

ブ
 

ル

に

配

っ

て

い

る

。

 

剣

「

え

？

ク

ロ

ワ

ッ

サ

ン

あ

る

の

？

」

 

岳

「

あ

る

よ

。

そ

れ

に

カ

レ

ー

や

パ

ス

タ

も

」

 

剣

「

ス

イ

ー

ツ

バ

ン

キ

ン

グ

な

の

に

パ

ン

も

カ

レ

ー

も

パ

 

ス

タ

も

あ

る

の

か

よ

」

 

岳

「

最

高

だ

ろ

」

 

剣

「

も

う

た

だ

の

バ

イ

キ

ン

グ

じ

ゃ

ん

！

」

 

手

を

挙

げ

て

パ

ン

を

配

っ

て

い

る

店

員

を

呼

ぶ

剣

。 
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岳

「

一

樹

、

剣

を

見

ろ

。

何

も

気

に

し

て

な

い

。

楽

し

ん

で

い

る

。

周

り

も

お

れ

ら

の

事

な

ん

て

見

て

も

い

な

い

。

勝

手

に

そ

う

い

う

気

持

ち

を

抱

い

て

る

お

ま

え

の

方

が

恥

ず

か

し

い

と

は

思

わ

な

い

か

？

」

 

一

樹

「

・

・

・

」

 

店

員

は

３

人

の

テ

ー

ブ

ル

に

ク

ロ

ワ

ッ

サ

ン

を

配

 

る

。

そ

の

後

、

岳

と

剣

は

立

ち

上

が

る

。

 

一

樹

「

ど

こ

い

く

の

？

」

 

岳

「

ケ

ー

キ

取

り

に

。

元

取

ら

な

く

ち

ゃ

」

 

剣

「

お

れ

、

パ

ス

タ

何

あ

る

か

見

て

み

た

い

」

 

一

樹

「

ま

ず

卒

業

ラ

イ

ブ

ど

う

す

る

か

決

め

よ

う

よ

」

 

岳

「

ど

う

す

る

？

」

 

剣

「

先

に

ケ

ー

キ

と

パ

ス

タ

の

種

類

、

確

認

さ

せ

て

」

 

岳

「

だ

な

」

 

バ

イ

キ

ン

グ

エ

リ

ア

へ

行

く

岳

と

剣

。

 

一

樹

「

・

・

・

パ

ス

タ

」

 

付

い

て

い

く

一

樹

。

 

 

○

葉

明

学

園

・

掲

示

板

(

朝

)
 

４

月

。

ク

ラ

ス

替

え

の

掲

示

が

貼

ら

れ

て

い

る

。

岳

、 

剣

、

一

樹

は

同

じ

３

年

Ｃ

組

に

掲

載

さ

れ

て

い

る

。 
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○

同

・

３

年

Ｃ

組

教

室

(

朝

)
 

新

ク

ラ

ス

に

荷

物

を

移

動

し

て

い

る

岳

、

剣

、

一

樹

。 

岳

「

う

お

ぉ

ー

！

」

 

剣

「

１

年

の

時

以

来

だ

な

」

 

岳

「

ま

た

一

緒

の

ク

ラ

ス

に

な

れ

る

と

は

」

 

浮

い

て

な

い

様

子

の

一

樹

。

 

剣

「

ど

う

し

た

？

」

 

一

樹

「

い

や

。

受

験

の

年

に

３

人

一

緒

は

・

・

」

 

岳

「

嫌

な

の

？

」

 

一

樹

「

そ

う

じ

ゃ

な

い

け

ど

。

勉

強

捗

る

か

な

っ

て

」

 

岳

「

悲

し

」

 

一

樹

「

岳

は

大

学

行

か

な

い

か

ら

ね

」

 

岳

「

出

た

！

あ

の

さ

、

進

学

校

に

入

っ

た

ら

進

学

し

な

く

ち

ゃ

い

け

な

い

の

？

」

 

一

樹

「

そ

ん

な

事

言

っ

て

な

い

よ

」

 

岳
「

ど

い

つ

も

進

学

前

提

に

進

路

の

聞

き

方

し

や

が

っ

て

。

日

本

の

そ

う

い

う

所

嫌

い

」

 

一

樹

「

今

、

国

は

関

係

な

い

だ

ろ

」

 

剣

「

い

や

、

元

を

た

ど

れ

ば

国

が

原

因

だ

ろ

」

 

一

樹

「

た

ど

れ

ば

そ

う

か

も

だ

け

ど

。

友

達

と

の

会

話

で

国

ま

で

た

ど

る

？

」

 

岳

「

悲

し

」
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剣

「

悲

し

」
 

一

樹

「

ご

め

ん

、

嬉

し

い

。

で

も

勉

強

の

時

は

静

か

に

し

 

て

ね

」

 

岳

、

一

樹

の

肩

を

組

む

。

 

岳

「

こ

れ

で

み

く

み

く

の

卒

業

ラ

イ

ブ

ま

で

の

事

も

よ

り

考

え

ら

れ

る

」

 

剣

「

あ

と

二

か

月

」

 

一

樹

「

ま

ず

チ

ケ

ッ

ト

取

ら

な

い

と

」

 

進

藤

佳

純

（

１

７

）

が

友

達

と

喋

り

な

が

ら

、

教

室

 

へ

入

っ

て

く

る

。

 

剣

「

お

お

～

」

 

岳

「

ん

？

」

 

一

樹

「

進

藤

さ

ん

、

や

っ

ぱ

り

綺

麗

だ

な

」

 

岳

「

誰

？

」

 

剣

「

進

藤

佳

純

。

学

年

一

可

愛

い

っ

て

言

わ

れ

て

る

」

 

一

樹

「

知

ら

な

い

の

？

」

 

岳

「

み

く

み

く

に

比

べ

た

ら

全

然

だ

ろ

」

 

一

樹

「

ア

イ

ド

ル

と

比

べ

る

の

は

さ

。

で

も

ア

イ

ド

ル

っ

て

言

わ

れ

て

も

進

藤

さ

ん

は

お

か

し

く

な

い

」

 

岳

「

え

？

一

樹

、

好

き

な

の

？

」

 

一

樹

「

そ

、

そ

う

い

う

事

で

は

な

く

て

さ

。

だ

か

ら

・

・

・

」

 

岳

、

友

達

と

楽

し

そ

う

に

話

し

て

い

る

佳

純

を

見

る

。 
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○

同

・

昇

降

口

（

夕

）

 

放

課

後

。

岳

、

剣

、

一

樹

が

歩

い

て

い

る

。

 

剣

「

じ

ゃ

明

日

」

 

岳

／

一

樹

「

お

う

／

明

日

」

 

剣

は

グ

ラ

ウ

ン

ド

へ

向

か

い

、

２

人

は

校

門

へ

歩

く

。 

一

樹

「

お

れ

も

予

備

校

だ

か

ら

」

 

岳

「

じ

ゃ

」

 

校

門

で

一

樹

と

別

れ

る

。

岳

、

駅

ま

で

ひ

と

り

歩

く

。 

 

○

流

山

市

・

フ

ァ

ス

ト

フ

ー

ド

店

（

夜

）

 

ス

マ

ホ

で

み

く

み

く

の

動

画

を

見

な

が

ら

、

バ

ー

ガ

 

ー

セ

ッ

ト

を

食

べ

て

い

る

岳

。

周

り

の

テ

ー

ブ

ル

の

 

学

生

達

は

参

考

書

を

出

し

て

勉

強

し

て

い

る

。

 

そ

の

光

景

に

後

ろ

め

た

さ

を

感

じ

て

い

る

岳

。

 

 

○

葉

明

学

園

・

３

年

Ｃ

組

教

室

（

午

後

）

 

社

会

の

授

業

中

。

グ

ル

ー

プ

に

分

か

れ

て

話

し

合

い

 

を

し

て

い

る

。

 

黒

板

に

は

「

議

題

・

明

治

維

新

後

の

政

府

に

つ

い

て

」 

と

書

い

て

あ

る

。

 

一

樹

「

取

れ

な

か

っ

た

・

・

・

」
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剣

「

お

れ

も

。

卒

業

ラ

イ

ブ

と

な

る

と

さ

ら

に

チ

ケ

ッ

ト

取

れ

な

い

な

」

 

岳

「

ま

だ

一

次

申

し

込

み

。

二

次

、

三

次

が

あ

る

」

 

一

樹

「

で

も

今

回

倍

率

半

端

な

い

み

た

い

だ

よ

」

 

剣

「

入

部

希

望

の

１

年

で

み

く

み

く

の

卒

業

ラ

イ

ブ

行

き

た

い

っ

て

言

っ

て

る

奴

が

い

て

さ

。

怪

し

い

な

と

思

っ

て

問

い

詰

め

た

ら

、

た

だ

興

味

本

位

で

行

こ

う

と

し

た

だ

け

。

ク

ロ

ス

ロ

ー

ド
∞

の

曲

も

ほ

と

ん

ど

知

ら

な

い

。

そ

い

つ

に

は

二

度

と

そ

ん

な

考

え

起

こ

す

な

っ

て

言

っ

と

い

た

」

 

一

樹

「

剣

、

怖

い

よ

」

 

岳

「

最

後

だ

か

ら

っ

て

、

に

わ

か

な

奴

が

そ

う

い

う

事

す

る

か

ら

本

当

の

フ

ァ

ン

に

チ

ケ

ッ

ト

が

届

か

な

い

ん

だ

よ

」

 

剣

「

そ

れ

な

」

 

一

樹

「

で

も

誰

に

で

も

、

行

く

権

利

は

あ

る

か

ら

」

 

岳

「

だ

と

し

て

も

卒

業

ラ

イ

ブ

だ

ぞ

。

普

通

は

フ

ァ

ン

の

事

考

え

て

、

遠

慮

す

る

だ

ろ

」

 

一

樹

「

で

も

試

し

に

っ

て

気

持

ち

も

分

か

る

け

ど

ね

」

 

岳

「

じ

ゃ

あ

も

し

自

分

の

晴

れ

の

舞

台

、

例

え

ば

結

婚

式

に

満

員

に

な

る

く

ら

い

人

が

来

て

も

、

そ

れ

が

全

員

見

知

ら

ぬ

人

だ

っ

た

ら

嬉

し

く

な

い

だ

ろ

」
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一

樹

「

そ

の

場

合

は

ね

。

で

も

結

婚

式

じ

ゃ

な

い

し

、

み

く

み

く

に

取

っ

て

は

お

れ

ら

も

見

知

ら

ぬ

・

・

」

 

岳

「

確

か

に

お

れ

ら

も

見

知

ら

ぬ

人

だ

よ

。

で

も

お

れ

ら

っ

て

見

知

ら

ぬ

人

か

？

」

 

一

樹

「

ん

？

ん

ん

？

」

 

岳

「

こ

ん

な

に

も

追

い

か

け

て

、

ラ

イ

ブ

に

も

、

握

手

会

に

も

参

戦

し

て

、

た

と

え

み

く

み

く

に

覚

え

て

貰

え

て

な

か

っ

た

と

し

て

も

、

お

れ

は

自

分

を

見

知

ら

ぬ

人

だ

と

は

思

え

な

い

。

み

く

み

く

も

き

っ

と

お

れ

ら

の

事

を

そ

う

は

思

わ

な

い

」

 

 
 

岳

の

熱

弁

に

圧

倒

さ

れ

て

い

る

一

樹

。
 

岳

「

顔

を

知

っ

て

る

、

知

ら

な

い

じ

ゃ

な

い

。

想

い

。

想

い

っ

て

そ

れ

く

ら

い

大

事

な

も

の

じ

ゃ

な

い

か

？

」 

社

会

科

教

師

「

グ

ル

ー

プ

ご

と

に

発

表

。

ま

ず

真

鍋

達

」

 

岳

「

は

い

。

そ

れ

は

・

・

・

」

 

一

樹

「

僕

が

い

く

」

 

完

璧

に

明

治

維

新

後

の

政

府

に

つ

い

て

話

す

一

樹

。 

そ

れ

に

感

心

す

る

岳

と

剣

。

 

 

○

岳

の

自

宅

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

）

 

岳

と

妹

の

真

鍋

夕

(

１

４

)

、

母

の

真

鍋

薫

（

４

３

） 

が

夕

食

を

食

べ

て

い

る

。

テ

レ

ビ

を

録

画

し

て

い

た
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ク

ロ

ス

ロ

ー

ド

∞

が

出

て

る

番

組

に

変

え

る

岳

。

 

夕

「

ね

え

ー

」
 

岳

「

観

て

な

か

っ

た

だ

ろ

」

 

夕

「

興

味

な

い

か

ら

、

つ

ま

ん

な

い

ん

だ

け

ど

」

 

薫

「

皆

が

観

れ

る

も

の

に

し

て

よ

」

 

岳

「

観

て

な

い

く

せ

に

チ

ャ

ン

ネ

ル

変

え

る

と

ぐ

ち

ぐ

ち

言

い

や

が

っ

て

」

 

そ

う

言

い

な

が

ら

も

岳

は

見

続

け

る

。

 

薫

「

岳

、

進

路

ど

う

す

ん

の

？

」

 

岳

「

ま

だ

決

ま

っ

て

な

い

」

 

薫

「

決

ま

っ

て

な

い

っ

て

、

決

め

な

さ

い

よ

」

 

岳

「

決

ま

る

わ

け

な

い

だ

ろ

。

将

来

な

ん

だ

か

ら

」

 

薫

「

だ

っ

た

ら

せ

め

て

勉

強

し

な

さ

い

。

他

の

子

は

し

て

る

わ

よ

」

 

夕

「

ア

イ

ド

ル

見

て

る

場

合

じ

ゃ

な

い

」

 

岳

「

決

ま

っ

て

な

い

ん

だ

か

ら

無

理

に

す

る

必

要

な

い

。

学

校

の

授

業

を

ち

ゃ

ん

と

聞

い

て

れ

ば

そ

れ

で

充

分

」

 

夕

「

絶

対

ち

ゃ

ん

と

聞

い

て

な

い

」

 

薫

「

そ

れ

じ

ゃ

遅

い

ん

だ

か

ら

」

 

岳

「

う

っ

せ

え

な

」

 

薫

「

６

月

１

５

日

」

 



17 

 

岳

「

！

？

」
 

薫

は

画

面

に

映

っ

て

る

み

く

み

く

を

指

さ

す

。

 

薫

「

卒

業

ラ

イ

ブ

、

行

く

つ

も

り

で

し

ょ

？

」

 

岳

「

い

や

あ

～

」

 

薫

「

だ

め

よ

。

平

日

は

学

校

あ

る

ん

だ

か

ら

」

 

岳

「

行

く

も

休

む

も

お

れ

の

選

択

だ

ろ

！

」

 

薫

「

誰

が

学

費

払

っ

て

る

と

思

っ

て

ん

の

よ

」

 

 
 

何

も

言

い

返

せ

な

く

な

る

岳

。
 

夕

「

さ

よ

な

ら

み

く

み

く

。

こ

ん

に

ち

は

進

路

選

択

」

 

夕

は

テ

レ

ビ

の

チ

ャ

ン

ネ

ル

を

変

え

る

。

 

 

○

一

樹

の

自

宅

・

一

樹

の

部

屋

（

夜

）

 

黙

々

と

受

験

勉

強

を

す

る

一

樹

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

リ

ビ

ン

グ

に

降

り

て

く

る

一

樹

。

母

の

佐

久

間

敦

子
 

（

５

２

）

が

夕

食

を

準

備

し

て

い

る

。

 

敦

子

「

一

樹

、

行

か

な

い

わ

よ

ね

？

」

 

一

樹

「

何

？

」

 

敦

子
「

美

国

み

く

の

卒

業

ラ

イ

ブ

！

学

校

あ

る

ん

だ

か

ら

。

そ

れ

に

あ

な

た

受

験

生

よ

」

 

一

樹

「

・

・

・

分

か

っ

て

る

よ

」
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○

葉

明

学

園

・

３

年

Ｃ

組

教

室

（

朝

）

 

朝

の

ホ

ー

ム

ル

ー

ム

前

。

 

岳

「

ま

ず

い

な

」
 

一

樹

「

僕

も

。

母

さ

ん

、

ラ

イ

ブ

の

正

式

タ

イ

ト

ル

ま

で

把

握

し

て

た

。

完

全

に

マ

ー

ク

し

て

る

よ

。

あ

れ

、

剣

は

？

」

 

剣

は

席

に

い

な

い

。

 

 

○

葉

明

学

園

・

野

球

グ

ラ

ウ

ン

ド

(
夕

)
 

剣

が

タ

イ

ヤ

を

引

き

な

が

ら

野

球

グ

ラ

ウ

ン

ド

を

 

駆

け

ず

り

回

っ

て

い

る

。

そ

れ

を

グ

ラ

ウ

ン

ド

外

か

 

ら

見

て

い

る

岳

と

一

樹

。

 

一

樹

「

あ

れ

が

死

神

サ

ー

キ

ッ

ト

・

・

・

」

 

岳

「

死

神

に

追

わ

れ

て

る

・

・

・

」

 

必

死

で

グ

ラ

ウ

ン

ド

を

駈

け

ず

り

回

っ

て

い

る

剣

。 

 

○

同

・

階

段

踊

り

場

（

昼

）

 

翌

日

、

昼

休

み

。

昼

食

を

食

べ

て

い

る

岳

、

剣

、

一

 

樹

。

筋

肉

痛

で

も

だ

え

て

い

る

剣

。

 

剣

「

あ

の

野

郎

」

 

一

樹

「

こ

の

前

言

っ

て

た

入

部

希

望

の

子

？

」

 

剣

「

部

活

入

ろ

う

と

し

た

ら

、

先

輩

に

脅

さ

れ

た

っ

て

。
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先

輩

に

同

じ

ア

イ

ド

ル

を

好

き

に

な

る

な

っ

て

、

脅

さ

れ

た

か

ら

も

う

野

球

は

出

来

ま

せ

ん

っ

て

」

 

一

樹

「

大

げ

さ

な

部

分

も

あ

る

け

ど

、

脅

し

て

は

い

た

か

も

」

 

岳

「

今

時

の

若

い

の

は

怖

い

な

」

 

剣

「

最

初

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

だ

よ

？

」

 

一

樹

「

で

も

向

こ

う

が

そ

う

感

じ

て

し

ま

っ

た

ら

、

そ

れ

 

は

も

う

、

そ

う

だ

か

ら

ね

」
 

悶

え

る

剣

。

 

一

樹

「

見

た

よ

、

死

神

サ

ー

キ

ッ

ト

。

や

ば

い

ね

」

 

剣

「

昨

日

の

？

あ

れ

は

地

獄

の

サ

ー

キ

ッ

ト

」

 

一

樹

「

え

、

違

う

の

！

？

」

 

剣

「

そ

れ

よ

り

も

ど

う

す

る

？

」

 

岳

「

よ

り

休

み

づ

ら

く

な

っ

た

な

・

・

・

」

 

一

樹

「

親

に

も

知

ら

れ

て

る

し

。

そ

れ

に

ま

だ

チ

ケ

ッ

ト

も

取

れ

て

な

い

」

 

途

方

に

暮

れ

る

3

人

。

 

 

○

通

学

路

（

朝

）

 

１

か

月

後

。

５

月

下

旬

。

一

人

歩

い

て

い

る

岳

。

イ

 

ヤ

ホ

ン

か

ら

は

み

く

み

く

が

セ

ン

タ

ー

の

卒

業

曲

 

『

さ

よ

な

ら

の

日

に

だ

べ

る

』

が

流

れ

て

い

る

。
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○

葉

明

学

園

・

３

年

Ｃ

組

（

朝

）

 

朝

の

ホ

ー

ム

ル

ー

ム

。

担

任

の

塚

本

正

二

朗

（

４

７

） 

が

話

し

て

い

る

。

横

に

は

吉

野

圭

（

２

２

）
。

 

塚

本

「

今

日

か

ら

約

３

週

間

、

こ

の

ク

ラ

ス

を

見

て

下

さ

 

る

教

育

実

習

生

の

。

あ

、

ど

う

ぞ

」

 

吉

野

「

え

・

・

あ

、

吉

野

圭

で

す

。

お

願

い

し

ま

す

」

 

小

さ

な

声

で

話

し

て

い

る

岳

、

剣

、

一

樹

。

 

剣

「

５

時

間

目

の

古

文

の

宿

題

終

わ

っ

た

？

」

 

岳

「

あ

、

忘

れ

て

た

。

一

樹

、

あ

と

で

見

せ

て

」

 

一

樹

「

え

ー

。

こ

の

前

も

・

・

・

」

 

塚

本

「

真

鍋

、

宮

田

、

佐

久

間

。

喋

る

な

～

。

ア

イ

ド

ル

の

話

は

あ

と

に

し

ろ

～

」

 

笑

う

周

囲

の

生

徒

達

。

気

ま

ず

そ

う

な

岳

、

剣

、

一

 
 

 

樹

。

そ

の

様

子

を

見

て

い

る

吉

野

。

 

 

○

同

・

階

段

踊

り

場

（

昼

）

 

昼

飯

を

食

べ

て

い

る

岳

、

剣

、

一

樹

。

 

岳

「

ア

イ

ド

ル

の

話

し

て

ね

え

よ

」

 

剣

「

お

れ

の

せ

い

だ

。

ご

め

ん

」

 

一

樹

「

３

人

で

当

日

休

ん

だ

ら

絶

対

バ

レ

る

よ

・

・

・

」

 

途

方

に

暮

れ

る

３

人

。
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○

同

・

廊

下

（

昼

）

 

昼

休

み

終

了

の

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

る

。

 

廊

下

を

走

っ

て

い

る

岳

、

剣

、

一

樹

。

向

か

い

か

ら

 

吉

野

が

歩

い

て

い

る

。

吉

野

は

声

を

か

け

よ

う

と

 

吉

野

「

こ

ん

に

ち

・

・

・

」
 

３

人

は

吉

野

に

気

づ

か

ず

、

教

室

に

急

ぐ

。

 

 

○

同

・

３

年

Ｃ

組

教

室

（

午

後

）

 

日

本

史

の

授

業

を

し

て

い

る

吉

野

。

教

科

書

や

自

作

 

の

メ

モ

を

見

な

が

ら

、

話

し

て

い

る

が

た

ど

た

ど

し

 

い

。

生

徒

達

は

寝

て

い

た

り

、

別

の

授

業

の

宿

題

を

 

や

っ

て

い

る

人

が

ほ

と

ん

ど

。

 

さ

ら

に

委

縮

す

る

吉

野

。

 

 

○

同

・

校

門

前

（

夕

）

 

下

校

時

間

。

生

徒

に

帰

り

の

挨

拶

し

て

い

る

教

師

達

。 

吉

野

も

挨

拶

を

し

て

い

る

が

、

誰

も

吉

野

に

気

づ

い

 

て

い

な

い

。

 

 

○

同

・

職

員

室

（

夜

）

 

２

１

時

過

ぎ

。

翌

日

の

授

業

準

備

を

し

て

い

る

吉

野

。 
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塚

本

「

吉

野

く

ん

、

ま

だ

残

る

？

」

 

吉

野

「

え

？

」
 

塚

本

「

帰

っ

て

も

い

い

し

、

残

っ

て

や

っ

て

い

っ

て

も

い

い

し

。

私

も

若

い

頃

は

学

校

残

っ

て

教

材

準

備

し

て

た

ら

あ

っ

と

い

う

間

に

日

付

け

超

え

て

て

。

駆

け

出

し

の

教

師

あ

る

あ

る

」
 

吉

野

「

は

あ

。
・

・

・

僕

も

残

っ

て

や

っ

て

い

き

ま

す

」

 

塚

本

「

分

か

っ

た

。

無

理

は

す

る

な

よ

ー

」

 

吉

野

「

・

・

・

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

 
 

帰

っ

て

い

く

塚

本

。

た

め

息

を

つ

く

吉

野

。

 

 

○

同

・

階

段

踊

り

場

（

昼

）

 

数

日

後

。

ス

マ

ホ

画

面

を

勢

い

よ

く

剣

と

一

樹

の

前

に

出

す

、

岳

。

 

そ

こ

に

は

「

美

国

み

く

卒

業

コ

ン

サ

ー

ト

落

選

」

の

文

字

。

 

岳

「

あ

あ

ぁ

・

・

・

」

 

剣

「

気

に

す

る

な

。

そ

の

為

に

３

人

い

る

」

 

岳

「

う

ん

。

剣

、

頼

む

」

 

剣

「

任

せ

ろ

」

 

剣

は

勢

い

よ

く

ス

マ

ホ

を

出

す

。

落

選

の

文

字

。

 

剣

「

う

わ

ぁ

」
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岳

「

ま

じ

か

・

・

・

」

 

剣

「

す

ま

な

い

！

」

 

岳

「

終

わ

っ

た

」
 

一

樹

「

待

て

。

ま

だ

お

れ

い

る

か

ら

」

 

岳

「

一

樹

、

い

つ

も

外

す

だ

ろ

」

 

一

樹

「

全

て

は

こ

の

日

の

為

に

外

し

て

き

た

。

神

よ

、

仏

よ

、

み

く

み

く

よ

。

全

て

の

力

を

こ

の

お

れ

に

」

 

一

樹

は

思

い

っ

き

り

ス

マ

ホ

の

画

面

を

差

し

出

す

。 

一

樹

「

あ

あ

ぁ

ぁ

！

・

・

・

ん

！

？

」
 

当

選

の

文

字

。

 

一

樹

「

あ

、

当

た

っ

た

？

」

 

岳

・

一

樹

「

お

お

ぉ

お

お

ー

ー

ー

」

 

サ

ッ

カ

ー

日

本

代

表

が

Ｗ

杯

決

勝

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

 

進

出

し

た

時

の

よ

う

に

盛

り

上

が

る

３

人

。

 

岳

「

一

樹

ぃ

い

い

！

よ

く

や

っ

た

！

」

 

一

樹
「

言

っ

た

だ

ろ

。
こ

の

日

の

為

に

外

し

て

き

た

っ

て

！

」 

剣

「

ま

ず

は

ス

タ

ー

ト

ラ

イ

ン

だ

な

」

 

一

樹

「

う

ん

。

こ

こ

か

ら

ど

う

行

く

か

だ

よ

ね

」

 

岳

「

よ

し

！

考

え

る

ぞ

」

 

煙

草

を

く

わ

え

、

階

段

か

ら

降

り

て

く

る

吉

野

。

ラ

イ

タ

ー

が

点

か

な

い

。

 

吉

野

「

な

ん

だ

よ

っ

（

と

舌

打

ち

）
」
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そ

の

瞬

間

、

３

人

と

目

が

合

う

。

 

吉

野

「

う

わ

っ

！

？

」

 

岳

「

こ

こ

禁

煙

で

す

よ

。

っ

て

か

校

内

禁

煙

で

す

よ

」

 

吉

野

「

あ

、

す

い

ま

せ

ん

」

 

岳

「

大

人

が

ル

ー

ル

を

守

ら

な

い

と

、

子

供

も

ル

ー

ル

を

守

ら

な

く

な

り

ま

す

か

ら

」

 

吉

野

「

・

・

・

申

し

訳

な

い

で

す

」

 

岳

「

吸

い

た

く

な

る

ほ

ど

、

ス

ト

レ

ス

溜

ま

っ

て

る

ん

で

 

す

か

？

」

 

一

樹

「

や

め

ろ

っ

て

」

 

剣

「

職

員

室

と

か

気

ま

ず

そ

う

で

す

よ

ね

」
 

一

樹

「

深

追

い

し

な

く

て

い

い

か

ら

」

 

吉

野

「

・

・

・

ま

あ

」

 

岳

「

ね

え

？

」

 

吉

野

「

は

い

？

」

 

何

か

を

企

ん

で

い

る

顔

つ

き

の

岳

。

 

 

○

同

場

所

（

昼

休

み

）

 

翌

日

。

岳

、

剣

、

一

樹

が

昼

飯

を

食

べ

て

い

る

。

 

お

そ

る

お

そ

る

吉

野

が

来

る

。

 

岳

／

剣

／

一

樹

「

お

お

ー

」

 

吉

野

「

・

・

・

来

ま

し

た

」
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×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

昼

飯

を

食

べ

て

い

る

４

人

。

 

吉

野
「

そ

の

日

は

平

日

。
学

校

を

休

ま

な

い

と

行

け

な

い

？

」 

岳

「

た

だ

親

に

も

学

校

に

も

知

ら

れ

て

て

、

休

め

そ

う

に

も

な

い

」

 

吉

野

「

そ

ん

な

に

行

き

た

い

ん

で

す

か

？

」

 

剣

「

知

ら

な

い

で

す

か

？

ク

ロ

ス

ロ

ー

ド

∞

の

絶

対

的

エ

ー

ス

、

美

国

み

く

。

み

く

み

く

」

 

吉

野

「

知

ら

な

い

で

す

」

 

剣

「

ま

じ

す

か

」

 

岳

「

そ

こ

だ

よ

、

生

徒

か

ら

評

判

悪

い

所

」
 

吉

野

「

僕

、

生

徒

か

ら

評

判

悪

い

ん

で

す

か

？

」

 

 
 

凍

る

空

気

。

口

火

を

切

っ

て

、

 

岳

「

・

・

・

悪

い

よ

！

授

業

下

手

だ

し

、

暗

い

し

、

話

し

づ

ら

い

し

、

話

し

か

け

て

も

こ

な

い

し

」

 

吉

野

「

・

・

・

で

す

よ

ね

」

 

剣

「

な

ん

か

教

師

に

な

り

た

い

っ

て

感

じ

が

し

な

い

ん

す

よ

ね

」

 

吉

野

「

・

・

・

あ

あ

」

 

一

樹

「

一

応

教

員

免

許

取

っ

て

お

こ

う

系

で

す

か

？

」

 

吉

野

「

・

・

・

ま

あ

」

 

一

樹

「

や

っ

ぱ

り

」

 



26 

 

吉

野

「

教

師

に

な

り

た

く

な

い

訳

で

は

な

い

ん

で

す

。

た

だ

絶

対

に

教

師

に

な

る

ん

だ

と

も

思

え

な

く

て

」

 

岳

「

こ

の

ま

ま

だ

と

思

い

出

せ

な

い

教

育

実

習

生

ラ

ン

キ

ン

グ

１

位

だ

よ

」
 

剣

「

思

い

出

し

て

も

、

い

い

思

い

出

見

当

た

ら

な

い

教

育

実

習

生

ラ

ン

キ

ン

グ

も

１

位

だ

ね

」

 

岳

「

だ

な

」

 

一

樹

「

そ

ん

な

ラ

ン

キ

ン

グ

な

い

で

す

か

ら

。

気

に

し

な

い

で

く

だ

さ

い

」

 

吉

野

「

は

い

・

・

・

」

 

岳

「

じ

ぁ

あ

さ

」

 

吉

野

「

え

？

」

 

 

○

同

・

３

年

Ｃ

組

教

室

（

午

後

）

 

吉

野

が

授

業

を

し

て

い

る

。

 

吉

野

「

こ

の

問

題

、

分

か

る

人

・

・

・

い

ま

す

か

？

」

 

手

を

挙

げ

る

岳

。

 

吉

野

「

あ

、

真

鍋

君

」

 

岳

「
（

答

え

を

言

う

）
」

 

吉

野

「

惜

し

い

け

ど

・

・

違

い

ま

す

」

 

手

を

挙

げ

る

剣

。

 

吉

野

「

宮

田

君

」
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剣

「
（

答

え

を

言

う

）
」

 

吉

野

「

残

念

・

・

。

他

に

い

ま

す

か

？

」

 

一

樹

が

手

を

挙

げ

る

。

す

る

と

金

子

も

手

を

挙

げ

る

。

 

吉

野

「

！

・

・

・

じ

ゃ

あ

、

金

子

君

」

 

金

子

「
（

答

え

を

言

う

）
」

 

吉

野

「

正

解

で

す

」

 

 
 

作

戦

通

り

の

岳

ら

。

 

吉

野

「

次

の

問

題

、

分

か

る

人

い

ま

す

か

？

」

 

再

び

手

を

挙

げ

る

岳

、

剣

、

一

樹

。

 

す

る

と

他

の

生

徒

２

，

３

人

も

手

を

上

げ

る

。

 

 
 

嬉

し

い

吉

野

。

 

 

○

同

・

校

門

前

（

夕

）

 

放

課

後

、

１

６

時

過

ぎ

。

 

主

に

部

活

に

入

っ

て

い

な

い

生

徒

が

下

校

し

て

い

 

る

。

吉

野

が

下

校

す

る

生

徒

に

挨

拶

し

て

い

る

。

横

 

で

は

岳

と

一

樹

が

喋

っ

て

い

る

。

同

じ

ク

ラ

ス

の

小

 

杉

と

そ

の

友

人

ら

が

や

っ

て

く

る

。

 

岳

「

小

杉

い

け

そ

う

だ

な

」

 

一

樹

「

確

か

に

」

 

岳

「

い

く

ぞ

」

 

吉

野

「

・

・

・

は

い

」
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小

杉

と

そ

の

友

人

達

が

通

り

か

か

る

。

 

岳

「

小

杉

！

」
 

小

杉

「

お

お

」

 

岳

「

あ

。

小

杉

、

帝

明

大

志

望

じ

ゃ

な

か

っ

た

？

」

 

小

杉

「

そ

う

だ

け

ど

」

 

岳

「

吉

野

さ

ん

、

帝

明

大

だ

よ

」

 

小

杉

「

え

、

そ

う

な

の

？

受

験

対

策

教

え

て

よ

～

」

 

小

杉

と

友

人

達

が

吉

野

の

所

に

や

っ

て

く

る

。

彼

ら

と

話

す

吉

野

。

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

数

時

間

後

。

部

活

終

わ

り

の

生

徒

達

に

挨

拶

を

し

て

 

い

る

吉

野

。

剣

が

や

っ

て

く

る

。

吉

野

に

話

し

か

け

 

る

剣

。

す

る

と

剣

を

き

っ

か

け

に

他

の

野

球

部

員

も

 

や

っ

て

く

る

。

彼

ら

と

話

す

吉

野

。

 

 

○

同

・

階

段

踊

り

場

（

昼

）

 

昼

飯

を

食

べ

て

い

る

岳

、

剣

、

一

樹

、

吉

野

。

 

岳

「

ど

う

？

」

 

吉

野

「

有

難

い

こ

と

に

少

し

ず

つ

」

 

岳

／

剣

／

一

樹

「

う

ぃ

ー

ー

」

 

岳

「

で

は

～

～

」

 

吉

野

「

？

」
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岳

「

先

生

、

お

れ

ら

は

ど

う

し

て

も

み

く

み

く

の

卒

業

ラ

イ

ブ

に

行

き

た

い

！

頼

む

！

手

伝

っ

て

く

れ

！

」

 

吉

野

「

え

？

」

 

岳

「

先

生

が

協

力

し

て

く

れ

れ

ば

、

き

っ

と

ラ

イ

ブ

に

行

 

け

る

」

 

吉

野

「

つ

ま

り

僕

が

皆

さ

ん

の

学

校

を

休

む

手

伝

い

を

す

る

っ

て

事

で

す

か

？

」

 

岳

「

そ

う

」

 

吉

野
「

教

育

実

習

生

が

学

校

休

む

の

を

手

助

け

す

る

っ

て

、

ど

う

な

ん

で

す

か

ね

・

・

・

」

 

一

樹

「

正

論

だ

・

・

・

」

 

岳

「

等

価

交

換

だ

よ

、

先

生

」

 

吉

野

「

等

価

交

換

？

」

 

岳

「

今

、

先

生

は

生

徒

達

に

受

け

入

れ

ら

れ

つ

つ

あ

る

。

お

れ

ら

の

協

力

の

お

か

げ

で

。

だ

か

ら

先

生

も

今

こ

そ

お

れ

ら

の

気

持

ち

を

汲

み

取

っ

て

欲

し

い

」

 

吉

野

「

で

も

そ

れ

は

さ

す

が

に

・

・

・

」

 

一

樹

「

矛

盾

し

て

ま

す

よ

ね

・

・

・

」

 

剣

「

(

一

樹

に

)

う

る

さ

い

よ

」

 

岳

「

大

人

だ

っ

て

休

む

だ

ろ

。

有

給

と

か

使

っ

て

。

で

も

学

生

は

休

み

た

い

時

に

休

め

な

い

。

そ

の

上

給

料

も

出

な

い

。

学

生

は

偉

い

よ

。

こ

ん

な

が

ん

じ

が

ら

め
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な

の

に

休

ま

ず

、

規

則

守

っ

て

毎

日

通

っ

て

る

ん

だ

か

ら

。

大

人

に

は

出

来

な

い

。

だ

か

ら

こ

そ

学

生

に

も

た

ま

に

は

そ

う

い

う

機

会

が

あ

っ

て

も

い

い

ん

じ

ゃ

な

い

か

な

」
 

 
 

言

い

返

せ

な

い

吉

野

。

 

岳

「

吉

野

先

生

、

頼

む

！

」
 

た

じ

た

じ

の

吉

野

。

 

 

○

同

・

野

球

グ

ラ

ウ

ン

ド

（

夕

）

 

６

月

５

日

（

火

）
。

卒

業

ラ

イ

ブ

ま

で

あ

と

１

０

日

。

 

練

習

を

し

て

い

る

剣

。

 

だ

が

ど

こ

か

集

中

で

き

て

い

な

い

様

子

。
 

 

○

流

山

市

・

予

備

校

・

西

走

ハ

イ

ス

ク

ー

ル

（

夕

）

 

講

義

を

受

け

て

い

る

一

樹

。

 

だ

が

ど

こ

か

集

中

で

き

て

い

な

い

様

子

。

 

 

○

流

山

市

・

フ

ァ

ス

ト

フ

ー

ド

店

（

夕

）

 

バ

ー

ガ

ー

セ

ッ

ト

を

食

べ

な

が

ら

、

み

く

み

く

の

動

 

画

を

見

て

い

る

岳

。

す

る

と

「

真

鍋

君

」

と

声

を

か

 

け

ら

れ

る

。

振

り

返

る

と

佳

純

が

い

る

。

 

岳

「

あ

！

？

え

、

お

疲

れ

」
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佳

純

「

お

疲

れ

。

何

し

て

る

の

？

」

 

岳

「

あ

、

え

っ

と

、

ス

マ

ホ

で

授

業

の

動

画

見

て

た

」

 

佳

純

「

ス

タ

デ

ィ

ア

プ

リ

？

」

 

岳

「

う

ん

、

そ

う

そ

う

っ

」

 

佳

純

「

ス

タ

ア

プ

い

い

よ

ね

。

私

も

や

っ

て

る

よ

。

じ

ゃ

あ

、

ま

た

」

 

岳

「

ま

た

」

 

佳

純

は

友

達

と

奥

の

ス

ペ

ー

ス

へ

行

き

、

勉

強

を

始

め

る

。

佳

純

の

姿

が

気

に

な

っ

て

い

る

岳

。

 

 

○

同

・

理

科

実

験

室

（

昼

休

み

）

 

机

に

は

、

様

々

な

路

線

の

乗

り

換

え

案

内

の

サ

イ

ト

 
 

画

面

と

、

３

年

Ｃ

組

の

時

間

割

表

が

置

か

れ

て

い

る

。 

岳

「

山

梨

の

会

場

ま

で

は

こ

こ

か

ら

だ

と

約

４

時

間

。

ラ

イ

ブ

開

始

は

１

８

時

」

 

一

樹

「

遅

く

と

も

５

時

間

目

ま

で

に

は

学

校

を

出

な

い

と

間

に

合

わ

な

い

」

 

剣

「

だ

か

ら

と

言

っ

て

１

日

休

む

と

そ

の

時

点

で

学

校

や

親

に

気

づ

か

れ

、

終

わ

り

」

 

岳

「

や

っ

ぱ

早

退

が

ベ

ス

ト

だ

な

」

 

剣

・

一

樹

「

・

・

う

ん

／

だ

ね

」

 

岳

「

そ

こ

で

先

生

！

」
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吉

野

「

・

・

は

い

」

 

岳

「

こ

の

計

画

に

は

先

生

の

力

が

ど

う

し

て

も

必

要

だ

」

 

吉

野

「

気

持

ち

は

分

か

り

ま

す

。

で

も

僕

の

立

場

が

休

む

こ

と

を

容

認

し

て

し

ま

っ

た

ら

・

・

・

」

 

岳

「

お

れ

ら

、

み

く

み

く

に

助

け

ら

れ

た

ん

だ

。

つ

ま

ん

 

 
 

な

く

て

、

苦

し

い

毎

日

、

救

っ

て

く

れ

た

。

み

く

み

 

く

が

い

た

か

ら

今

日

ま

で

生

き

て

こ

れ

た

」

 

 
 

岳

の

想

い

も

分

か

る

吉

野

。
 

岳

「

も

う

二

度

と

会

え

な

い

か

も

し

れ

な

い

。

会

え

る

か

 

も

し

れ

な

い

け

ど

、

ア

イ

ド

ル

し

て

る

み

く

み

く

は

 

も

う

会

え

な

い

。

行

か

な

か

っ

た

ら

一

生

後

悔

す

 

る

。
・

・

先

生

、

頼

む

。

協

力

し

て

く

れ

」
 

吉

野

を

見

つ

め

る

剣

と

一

樹

。

 

吉

野

「

・

・

・

な

ら

」

 

岳

「

え

？

」

 

吉

野

「

・

・

・

僕

は

何

を

す

れ

ば

い

い

の

か

教

え

て

く

れ

 

ま

せ

ん

か

？

」

 

岳

「

は

い

！

」

 

話

し

始

め

る

岳

達

。

 

だ

が

ど

こ

か

乗

り

切

れ

な

い

様

子

の

剣

。

 

 

○

同

・

野

球

グ

ラ

ウ

ン

ド

（

夕

）
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練

習

し

て

い

る

剣

。

ノ

ッ

ク

を

何

度

も

取

り

こ

ぼ

す

。 

顧

問

「

宮

田

、

集

中

し

ろ

！

」

 

剣

「

す

い

ま

せ

ん

」

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

グ

ラ

ウ

ン

ド

整

備

中

の

剣

含

む

部

員

達

。

同

じ

部

員

 

で

あ

り

、

同

級

生

で

も

あ

る

将

司

が

話

し

か

け

る

。 

将

司

「

剣

」

 

剣

「

ん

？

」

 

将

司

「

調

子

ど

う

？

」

 

剣

「

ま

あ

。

で

も

大

会

ま

で

に

は

何

と

か

す

る

よ

」

 

将

司

「

・

・

・

卒

業

ラ

イ

ブ

？

」

 

剣

「

え

？

・

・

あ

あ

。

推

し

メ

ン

が

卒

業

す

る

の

は

悲

し

い

け

ど

、

そ

れ

は

関

係

な

い

」

 

将

司

「

ラ

イ

ブ

、

行

く

か

悩

ん

で

る

の

？

」

 

剣

「

え

？

い

や

い

や

。

そ

れ

は

さ

・

・

・

」

 

将

司

「

剣

、

ず

っ

と

好

き

だ

っ

た

か

ら

ね

。

大

会

前

も

死

神

サ

ー

キ

ッ

ト

あ

る

日

も

曲

聞

い

て

、

力

貰

っ

て

た

で

し

ょ

」

 

剣

「

ま

あ

」

 

将

司

「

・

・

・

で

も

そ

ん

な

気

持

ち

な

ら

レ

ギ

ュ

ラ

ー

か

ら

外

さ

れ

る

し

、

そ

れ

な

ら

今

す

ぐ

辞

め

て

く

れ

」 

剣

「

え

？

」
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将

司

「

皆

、

最

後

の

大

会

に

全

て

を

か

け

て

る

。

出

れ

な

い

奴

だ

っ

て

い

る

。

お

ま

え

一

人

で

や

っ

て

る

ん

じ

ゃ

な

い

ん

だ

」

 

将

司

は

別

の

場

所

の

グ

ラ

ウ

ン

ド

整

備

に

向

か

う

。 

 
 

刺

さ

っ

て

い

る

剣

。
 

 

○

流

山

市

の

外

観

 

６

月

１

１

日

（

月

）
。

卒

業

ラ

イ

ブ

ま

で

あ

と

４

日

。

 

 

○

葉

明

学

園

・

理

科

実

験

室

（

昼

）

 

岳

、

剣

、

一

樹

、

吉

野

の

４

人

。

重

い

空

気

。

 

剣

「

・

・

・

や

め

よ

う

と

思

う

」

 

岳

・

一

樹

「

！

？

」

 

一

樹

「

・

・

・

部

活

？

」

 

剣

「

う

ん

・

・

」

 

岳

「

１

日

休

む

く

ら

い

～

。

そ

の

方

が

最

後

の

大

会

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

だ

っ

て

・

・

・

」

 

剣

「

だ

め

な

ん

だ

よ

！

お

れ

一

人

な

ら

構

わ

な

い

け

ど

、

お

れ

が

そ

う

い

う

理

由

で

休

む

こ

と

に

よ

っ

て

、

部

活

の

奴

ら

が

迷

惑

す

る

。

３

年

間

や

っ

て

き

た

事

が

全

部

崩

れ

て

し

ま

う

か

も

し

れ

な

い

。

お

れ

一

人

の

勝

手

の

せ

い

で

」
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岳

「

い

い

の

か

よ

、

み

く

み

く

見

れ

な

く

て

」

 

剣

「

・

・

・

う

ん

」

 

岳

「

そ

れ

に

さ

、

３

人

で

一

緒

に

ラ

イ

ブ

観

れ

る

の

も

、

こ

れ

が

最

後

か

も

し

れ

な

い

ん

だ

よ

・

・

・

」

 

剣

「

・

・

・

そ

れ

で

も

お

れ

は

部

活

を

選

ぶ

。

お

れ

の

行

動

で

他

の

部

員

達

の

３

年

間

を

潰

し

た

く

な

い

」

 

 
 

堪

え

る

岳

。

 

吉

野

「

・

・

・

う

ん

。

そ

う

だ

ね

」
 

一

樹

「

剣

が

そ

う

決

め

た

の

な

ら

」

 

剣

「

み

く

み

く

も

部

活

を

選

ん

だ

お

れ

を

望

ん

で

く

る

は

ず

だ

。
・

・

・

現

地

で

の

応

援

、

任

せ

た

！

」

 

 
 

何

も

言

葉

を

出

さ

な

い

岳

。

 

 

○

流

山

市

・

通

学

路

（

夕

）

 

下

校

中

。

駅

に

向

か

っ

て

歩

い

て

い

る

岳

と

一

樹

。 

一

樹

「

・

・

・

３

人

で

行

き

た

か

っ

た

？

」

 

岳

「

別

に

。

お

れ

が

行

く

事

に

は

変

わ

り

な

い

か

ら

」

 

一

樹

「

・

・

・

そ

う

」

 

岳

「

お

ま

え

は

大

丈

夫

な

の

か

よ

、

母

さ

ん

？

」

 

一

樹

「

え

？

ま

あ

・

・

・

。

け

ど

僕

は

行

く

よ

」

 

岳

「

無

理

し

な

く

て

い

い

よ

。

お

れ

は

一

人

で

も

行

く

か

 

ら

」
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一

樹

「

寂

し

い

の

？

」

 

岳

「

は

！

？

」
 

立

ち

止

ま

る

一

樹

。

 

一

樹

「

僕

予

備

校

だ

か

ら

こ

こ

で

」

 

予

備

校

へ

入

っ

て

い

く

一

樹

。

 

立

ち

尽

く

し

て

い

る

岳

。

 

 

○

岳

の

自

宅

・

岳

の

部

屋

（

夜

）
 

窓

の

外

を

見

な

が

ら

ふ

け

っ

て

い

る

岳

。

ス

マ

ホ

の

 

画

面

に

は

３

人

で

ク

ロ

ス

ロ

ー

ド

∞

の

ラ

イ

ブ

や

 

イ

ベ

ン

ト

へ

行

っ

た

時

の

写

真

。

 

 

○

葉

明

学

園

・

３

年

Ｃ

組

教

室

（

午

前

）

 

授

業

を

し

て

い

る

吉

野

。

多

く

の

生

徒

が

手

を

挙

げ

 

て

い

る

。

机

に

伏

し

て

い

る

岳

。

 

そ

の

姿

が

目

に

入

る

剣

と

一

樹

。

そ

し

て

吉

野

。

 

吉

野

「

で

は

次

の

問

題

分

か

る

人

・

・

・

」

 

岳

達

は

手

を

挙

げ

な

い

。

 

吉

野

「

・

・

・

じ

ゃ

、

進

藤

さ

ん

」

 

佳

純

「

は

い

」

 

立

ち

上

が

り

答

え

る

佳

純

。
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○

同

・

階

段

踊

り

場

（

夕

）

 

６

月

１

４

日

（

木

）
。

卒

業

ラ

イ

ブ

前

日

。

 

 
 

一

樹

が

口

火

を

切

っ

て

。

 

一

樹

「

岳

、

寂

し

い

ん

だ

っ

て

。

最

後

に

剣

と

行

け

な

く

 

て

」

 

岳

「

は

！

？

」

 

一

樹

に

下

手

な

関

節

技

を

か

け

る

岳

。

 

一

樹

「

分

か

っ

た

！

す

い

ま

せ

ん

で

し

た

！

」

 

剣

「

お

れ

の

分

ま

で

み

く

み

く

に

想

い

、

伝

え

て

く

れ

」

 

岳

「

・

・

・

過

去

一

の

コ

ー

ル

し

て

や

る

よ

」

 

 
 

抱

き

合

う

岳

と

剣

。
ほ

ほ

え

ま

し

く

見

て

い

る

吉

野

。 

一

樹

「

先

生

？

」

 

吉

野

「

あ

、

い

よ

い

よ

明

日

で

す

ね

」

 

岳

「

先

生

も

頼

む

な

」

 

吉

野

「

は

い

。

僕

も

明

日

で

最

後

で

す

が

、

本

当

に

お

世
 

話

に

な

り

ま

し

た

」

 

岳

「

え

、

明

日

で

最

後

な

の

？

」

 

一

樹

「

そ

う

だ

よ

」

 

吉

野

「

皆

の

お

か

げ

で

楽

し

く

過

ご

せ

る

事

が

出

来

ま

し

 

た

」

 

岳

「

お

れ

ら

の

お

か

げ

だ

な

」

 

一

樹

「

謙

虚

さ

な

い

ね

」
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剣

「

円

陣

で

も

す

る

？

明

日

へ

の

気

合

入

れ

と

先

生

に

向

け

て

」

 

一

樹

「

い

い

ね

」
 

３

人

は

円

陣

を

組

む

。

恐

る

恐

る

入

る

吉

野

。

 

リ

ズ

ム

に

合

わ

せ

て
 

岳

／

剣

／

一

樹
「

せ

ー

の

、
己

を

信

じ

て

曲

げ

ず

に

進

め

。

 

で

も

！

仲

間

の

為

な

ら

自

分

を

変

え

ろ

！

ク

ロ

ス

 

ロ

ー

ド

∞

！

」

 

吉

野

「

こ

れ

は

？

」

 

一

樹
「

ク

ロ

ス

ロ

ー

ド

∞

が

ラ

イ

ブ

前

に

す

る

円

陣

で

す

」 

吉

野

「

へ

え

～

」

 

岳

「

覚

え

と

け

よ

！

」

 

吉

野

「

す

い

ま

せ

ん

」

 

一

樹

「

(

吉

野

に

)

謝

ら

な

く

て

大

丈

夫

で

す

よ

」

 

楽

し

そ

う

に

話

し

て

い

る

４

人

。

 

 

○

岳

の

自

宅

・

岳

の

部

屋

（

朝

）

 

６

月

１

５

日

（

金

）
。

卒

業

ラ

イ

ブ

当

日

。

 

起

き

る

岳

。

気

合

注

入

。

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

リ

ビ

ン

グ

。

朝

食

を

食

べ

て

い

る

岳

と

夕

。

家

事

を

 

し

て

い

る

薫

。

岳

達

の

父

が

「

い

っ

て

き

ま

す

」

と
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言

い

、

家

を

出

る

。

 

薫

「

お

父

さ

ん

い

っ

て

ら

っ

し

ゃ

い

。
（

岳

に

）

学

校

行

く

の

ね

？

」

 

岳

「

当

た

り

前

だ

ろ

。

高

校

生

な

ん

だ

か

ら

」

 

朝

食

を

食

べ

終

え

、

家

を

出

る

岳

。

 

夕

「

あ

れ

は

行

く

ね

～

」

 

薫

「

ま

っ

た

く

・

・

・

」

 

 

○

一

樹

の

自

宅

・

玄

関

（

夜

）

 

靴

を

履

い

て

い

る

一

樹

。

そ

こ

に

敦

子

が

来

る

。

 

敦

子

「

学

校

に

確

認

し

た

ら

す

ぐ

分

か

る

わ

よ

。

一

日

を

無

駄

に

す

る

と

必

ず

後

に

降

り

か

か

っ

て

く

る

。

受

験

や

そ

の

後

の

生

活

に

全

部

現

れ

る

ん

だ

か

ら

」

 

一

樹

「

・

・

・

行

っ

て

き

ま

す

」

 

玄

関

を

出

る

一

樹

。

 

 

○

同

・

３

年

Ｃ

組

教

室

（

朝

）

 

ホ

ー

ム

ル

ー

ム

前

。

座

っ

て

い

る

岳

。

ク

ラ

ス

メ

ー

ト

・

金

子

が

や

っ

て

く

る

。

 

金

子

「

岳

、

メ

ッ

セ

ー

ジ

出

し

た

？

」

 

岳

「

何

の

？

」

 

金

子

「

吉

野

先

生

へ

の

お

礼

メ

ッ

セ

ー

ジ

。

昨

日

ま

で

に
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書

い

て

出

し

て

っ

て

」

 

岳

「

あ

あ

っ

、

忘

れ

て

た

。

昼

ま

で

に

は

書

い

て

渡

す

」

 

金

子

「

よ

ろ

し

く

。

出

し

て

な

い

の

岳

だ

け

だ

か

ら

」

 

席

へ

戻

っ

て

い

く

金

子

。

 

頭

の

中

で

卒

業

ラ

イ

ブ

へ

の

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

し

て

い

る

岳

。

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

朝

の

ホ

ー

ム

ル

ー

ム

。

塚

本

が

話

し

て

い

る

。

横

に

 

は

吉

野

。

 

塚

本

「

連

絡

は

以

上

。

そ

し

て

今

日

で

吉

野

先

生

は

最

後

で

す

。

無

事

に

終

え

ら

れ

る

よ

う

協

力

し

ろ

よ

」

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

１

時

間

目

。

授

業

を

受

け

て

い

る

岳

、

剣

、

一

樹

。

だ

が

卒

業

ラ

イ

ブ

の

事

で

全

く

集

中

出

来

て

い

な

い

。

 

 

○

同

・

階

段

踊

り

場

（

昼

休

み

）

 

食

べ

終

わ

っ

た

昼

飯

が

階

段

に

置

い

て

あ

る

。

気

合

に

燃

え

滾

っ

て

い

る

岳

、

剣

、

一

樹

。

剣

が

岳

に

チ

ケ

ッ

ト

を

渡

す

。

 

剣

「

お

れ

の

チ

ケ

ッ

ト

は

現

地

の

根

っ

か

ら

の

フ

ァ

ン

に

渡

し

て

く

れ

」
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岳

「

分

か

っ

た

」

 

一

樹

「

剣

の

意

思

を

引

き

継

い

で

く

れ

そ

う

な

生

粋

の

み

く

っ

子

に

渡

す

」

 

剣

「

頼

ん

だ

」

 

走

っ

て

や

っ

て

く

る

吉

野

。

 

岳

「

何

し

て

た

ん

だ

よ

！

」
 

吉

野

「

ご

め

ん

！

最

終

日

だ

か

ら

バ

タ

バ

タ

し

て

て

！

」

 

一

樹

「

先

生

、

今

日

ま

で

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

」

 

吉

野

「

こ

ち

ら

こ

そ

」

 

一

樹

「

岳

も

」

 

岳

「

お

う

。

サ

ン

キ

ュ

～

」

 

一

樹

「

ち

ゃ

ん

と

言

い

な

よ

」

 

岳

「

う

る

せ

～

な

～

」

 

時

計

を

見

る

剣

 

剣

「

(

岳

に

)

そ

ろ

そ

ろ

」

 

岳

「

・

・

・

行

く

か

」

 

 

○

同

・

３

年

Ｃ

組

教

室

（

昼

）

 

昼

休

み

終

了

の

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

る

。

 

吉

野

「

移

動

教

室

だ

か

ら

急

い

で

ね

」

 

次

の

授

業

の

教

室

へ

移

動

す

る

生

徒

達

。

 

教

室

は

岳

、

剣

、

一

樹

、

吉

野

の

４

人

に

な

る

。
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吉

野

「

あ

と

は

任

せ

て

」

 

岳

「

頼

む

」

 

岳

と

一

樹

に

グ

ー

タ

ッ

チ

を

す

る

剣

。

 

岳

と

一

樹

、

バ

ッ

グ

を

持

っ

て

教

室

を

出

る

。

 

 

○

同

・

廊

下

（

昼

）

 

岳

と

一

樹

、

周

囲

に

見

ら

れ

な

い

よ

う

に

校

門

ま

 

で

移

動

す

る

。

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

別

廊

下

。

佳

純

、

友

人

と

教

室

へ

向

か

っ

て

歩

い

て

い

る

。

 

佳

純

「

あ

、

ノ

ー

ト

忘

れ

た

。

先

行

っ

て

て

」
 

佳

純

、

自

分

の

教

室

の

方

へ

戻

る

。

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

走

っ

て

い

る

岳

と

剣

。

階

段

を

降

り

よ

う

と

し

た

時

、 

忘

れ

物

を

取

り

に

向

か

っ

た

佳

純

と

鉢

合

い

、

目

が

合

う

。

 

立

ち

止

ま

る

岳

。

 

だ

が

す

ぐ

に

階

段

を

降

り

、

校

門

へ

向

か

う

。

 

 

○

同

・

昇

降

口

（

午

後

）

 

下

駄

箱

か

ら

出

て

く

る

岳

と

一

樹

。
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一

樹

「

誰

も

い

な

い

」

 

岳

「

行

こ

う

」
 

目

の

前

の

校

門

へ

向

か

う

。

 

 

○

同

・

美

術

室

（

午

後

）
 

５

時

間

目

開

始

の

チ

ャ

イ

ム

音

。

教

室

後

ろ

で

吉

野

 

は

実

習

生

と

し

て

授

業

見

学

を

し

て

い

る

。

 

美

術

教

師
「

授

業

始

め

ま

す

。
ん

？

真

鍋

と

佐

久

間

は

？

」

 

吉

野

「

２

人

は

保

健

室

に

行

く

と

い

っ

て

ま

し

た

」

 

美

術

教

師

「

そ

う

で

す

か

」

 

同

級

生

１

「

ま

じ

で

ラ

イ

ブ

行

っ

た

ん

じ

ゃ

ね

？

」

 

同

級

生

２

「

で

も

宮

田

い

る

よ

」

 

堂

々

と

座

っ

て

い

る

剣

。

 

 

○

同

・

校

門

前

（

午

後

）

 

校

門

を

抜

け

よ

う

と

す

る

岳

と

一

樹

。

校

門

前

の

警

 

備

員

が

２

人

に

声

を

か

け

る

。

 

警

備

員

「

早

退

？

」

 

一

樹

「

え

、

は

い

」

 

警

備

員

「

２

人

と

も

？

」

 

岳

「

こ

い

つ

に

風

邪

う

つ

さ

れ

ま

し

た

」

 

一

樹

「

！

？

」
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警

備

員

「

サ

ボ

っ

て

遊

び

に

行

く

ん

じ

ゃ

な

い

だ

ろ

う

ね

？

」

 

一

樹

「

い

や

い

や

い

や

い

や

」

 

岳

「

そ

ん

な

わ

け

な

い

じ

ゃ

な

い

で

す

か

～

」

 

 
 

２

人

を

見

つ

め

る

警

備

員

。

 

吉

野

「

お

い

！

」

 

岳

・

一

樹

「

！

？

」

 

走

っ

て

や

っ

て

く

る

吉

野

。
 

吉

野

「

あ

！

マ

ス

ク

。

保

健

室

の

先

生

が

着

け

て

行

き

な

さ

い

っ

て

！

」

 

一

樹

「

あ

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

岳

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

吉

野

「

気

を

付

け

て

」

 

警

備

員

「

お

大

事

に

」

 

校

門

を

出

る

岳

と

一

樹

。

そ

れ

を

見

つ

め

る

吉

野

。 

 

○

流

山

市

・

通

学

路

（

午

後

）

 

駅

に

向

か

っ

て

走

っ

て

い

る

岳

と

一

樹

。

 

 

○

流

山

市

・

流

山

駅

前

（

午

後

）

 

流

山

駅

が

見

え

て

く

る

。

 

一

樹

「

待

っ

て

！

」
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突

如

立

ち

止

ま

る

一

樹

。

 

岳

「

何

！

？

」
 

見

る

と

駅

前

に

一

樹

の

母

・

敦

子

が

立

っ

て

い

る

。 

岳

「

ま

さ

か

一

樹

の

？

」

 

一

樹

「

な

ん

で

・

・

・

」
 

岳

「

ど

う

す

ん

だ

よ

？

」

 

敦

子

は

周

囲

を

見

渡

し

て

い

る

。

 

見

つ

か

ら

な

い

よ

う

に

隠

れ

る

岳

と

一

樹

。

 

岳

「

一

樹

？

」

 

岳

に

ラ

イ

ブ

チ

ケ

ッ

ト

を

渡

す

一

樹

。

 

岳

「

え

？

」

 

一

樹

「

僕

が

見

つ

か

れ

ば

岳

も

引

き

留

め

ら

れ

る

」

 

岳

「

で

も

さ

・

・

・

」

 

一

樹

「

僕

の

せ

い

で

今

日

ま

で

の

！

剣

と

吉

野

先

生

の

協

力

を

無

駄

に

す

る

わ

け

に

は

い

か

な

い

。

必

ず

追

い

つ

く

か

ら

」

 

岳

「

・

・

・

分

か

っ

た

」

 

一

樹

は

敦

子

の

元

へ

向

か

う

。

そ

れ

に

気

づ

く

敦

子

。 

敦

子

「

あ

な

た

は

こ

う

で

も

し

て

行

く

と

思

っ

た

！

」

 

一

樹

と

敦

子

が

話

し

て

い

る

間

に

改

札

内

に

入

る

 

岳

。
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○

電

車

内

（

午

後

）

 

新

宿

方

面

の

電

車

に

乗

っ

て

い

る

岳

。

 

み

く

み

く

の

卒

業

が

発

表

さ

れ

た

日

か

ら

今

日

ま

で

を

回

顧

し

て

い

る

。

 

 

○

新

宿

・

バ

ス

タ

ー

ミ

ナ

ル

（

夕

）

 

グ

ル

ー

プ

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

で

剣

が

流

し

た

会

場

ま

で

の

 
 

手

順

を

見

て

、

バ

ス

の

切

符

や

乗

り

場

を

確

認

し

、 

バ

ス

に

乗

り

込

む

岳

。

 

 

○

八

王

子

付

近

・

高

速

バ

ス

内

（

夕

）

 

バ

ス

に

乗

っ

て

い

る

岳

。

一

樹

か

ら

の

連

絡

を

確

認

 

す

る

が

、

返

信

は

な

い

。

バ

ス

は

山

梨

へ

向

か

う

。 

 

○

葉

明

学

園

・

野

球

グ

ラ

ウ

ン

ド

（

夕

）

 

練

習

前

の

ス

ト

レ

ッ

チ

を

し

て

い

る

剣

。

将

司

が

や

 

っ

て

く

る

。

 

将

司

「

・

・

い

い

ん

だ

？

」

 

剣

「

当

た

り

前

だ

ろ

」

 

岳

と

一

樹

の

成

功

を

祈

っ

て

い

る

剣

。

 

 

○

山

梨

県

・

山

梨

ホ

ー

ル

（

夕

）
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１

７

時

半

過

ぎ

。

会

場

に

着

く

岳

。

 

会

場

前

に

は

多

く

の

人

。

中

に

は

「

チ

ケ

ッ

ト

譲

っ

 

て

下

さ

い

！

」

と

段

ボ

ー

ル

で

書

い

た

も

の

を

掲

げ

 

て

い

る

フ

ァ

ン

も

い

る

。

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

「

ま

も

な

く

開

演

に

な

り

ま

す

！

」

の

ア

ナ

ウ

ン

ス

。

一

樹

を

待

っ

て

い

る

岳

。

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

の

通

知

音

。

 

見

る

と

一

樹

か

ら

「

お

れ

の

分

ま

で

楽

し

ん

で

き

て

」

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

。

 

岳

、

列

に

並

び

会

場

内

に

入

ろ

う

と

す

る

。

 

 

○

流

山

市

・

予

備

校

・

西

走

ハ

イ

ス

ク

ー

ル

（

夕

）

 

勉

強

し

て

い

る

一

樹

。

泣

い

て

い

る

。

 

 

○

山

梨

県

・

山

梨

ホ

ー

ル

（

夕

）

 

岳

の

チ

ケ

ッ

ト

確

認

の

番

に

な

る

。

 

係

員

「

チ

ケ

ッ

ト

拝

見

し

ま

す

」

 

岳

は

バ

ッ

グ

か

ら

チ

ケ

ッ

ト

を

出

そ

う

と

す

る

が

、

見

つ

か

ら

な

い

。

探

し

て

る

と

あ

る

モ

ノ

に

気

づ

く

。 

そ

れ

は

出

し

忘

れ

た

吉

野

へ

の

お

礼

メ

ッ

セ

ー

ジ

。 

係

員

「

あ

り

ま

す

？

」

 

岳

「

あ

、

す

い

ま

せ

ん

」

 



48 

 

列

か

ら

抜

け

る

岳

。

３

枚

の

チ

ケ

ッ

ト

と

吉

野

へ

の

お

礼

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

見

て

い

る

岳

。

 

多

く

の

人

の

中

に

「

チ

ケ

ッ

ト

譲

っ

て

下

さ

い

！

」

と

掲

げ

る

母

と

子

供

２

人

が

目

に

入

る

。

 

 

○

葉

明

学

園

・

職

員

室

（

夜

）

 

片

づ

け

を

し

て

い

る

吉

野

。

Ｐ

Ｃ

画

面

に

は

「

美

国

 

み

く

卒

業

ラ

イ

ブ

大

成

功

」

の

ネ

ッ

ト

記

事

。

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

吉

野

「

お

世

話

に

な

り

ま

し

た

」

 

室

内

の

教

師

に

お

礼

を

言

い

、

職

員

室

を

出

る

吉

野

。 

 

○

同

・

校

門

前

（

夜

）

 

下

駄

箱

か

ら

出

て

く

る

吉

野

。

 

校

門

を

出

よ

う

と

す

る

と

走

っ

て

入

っ

て

く

る

岳

。 

吉

野

「

真

鍋

君

！

？

」

 

岳

「
（

息

切

れ

し

な

が

ら

）

ど

う

も

・

・

・

」

 

吉

野

「

ど

う

し

た

の

？

あ

れ

、

ラ

イ

ブ

終

わ

っ

た

の

さ

っ

き

だ

よ

ね

？

な

ん

で

・

・

・

」

 

岳

は

バ

ッ

グ

か

ら

１

枚

の

紙

を

出

す

。

吉

野

へ

の

お

礼

メ

ッ

セ

ー

ジ

。

吉

野

に

渡

す

岳

。

 

吉

野

「

あ

！

真

鍋

君

だ

け

無

い

と

思

っ

て

た

け

ど

。

も

し
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か

し

て

渡

す

為

に

？

」

 

岳

「

そ

の

為

じ

ゃ

な

い

ん

だ

け

ど

、

ま

あ

色

々

あ

っ

た

ん

 

だ

よ

」

 

吉

野

「

・

・

・

そ

う

な

ん

だ

」

 

岳

「

色

々

無

か

っ

た

ら

、

渡

し

て

な

い

か

ら

な

」

 

吉

野

「

あ

り

が

と

う

」

 

岳

「

お

世

話

に

な

り

ま

し

た

。

じ

ゃ

あ

」

 

校

門

を

出

て

い

く

岳

。

 

吉

野

、

岳

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

見

る

。

 

 

○

流

山

駅

（

夜

）

 

２

２

時

過

ぎ

。

電

車

を

待

っ

て

い

る

岳

。
 

後

ろ

か

ら

「

お

疲

れ

」

と

の

声

が

す

る

。

 

振

り

返

る

と

佳

純

が

い

る

。

 

岳

「

う

わ

っ

！

？

」

 

佳

純

「
（

そ

の

声

量

に

）

び

っ

く

り

し

た

～

」

 

岳

「

ご

め

ん

。

い

き

な

り

声

か

け

ら

れ

た

か

ら

」

 

佳

純

「

何

終

わ

り

？

」

 

岳

「

い

や

。

ち

ょ

っ

と

・

・

・

」

 

佳

純

「

今

日

、

途

中

か

ら

い

な

か

っ

た

よ

ね

？

」

 

岳

「

ま

あ

」

 

佳

純

「

観

れ

た

の

、

ラ

イ

ブ

？

」
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岳

「

え

？

あ

あ

、

結

局

観

な

か

っ

た

ん

だ

け

ど

」

 

佳

純

「

そ

う

な

ん

だ

」

 

岳

「

・

・

・

予

備

校

終

わ

り

？

」

 

佳

純

「

う

ん

」

 

岳

「

だ

よ

ね

」

 

佳

純

「

真

鍋

君

は

予

備

校

行

っ

て

る

の

？

」

 

岳

「

行

っ

て

な

い

」

 

佳

純

「

卒

業

後

は

？

」

 

岳

「

え

？

」

 

佳

純

「

進

学

か

、

就

職

か

、

あ

と

は

ま

だ

考

え

中

と

か

」

 

岳

「

・

・

・

ま

だ

考

え

中

。

ど

う

し

よ

う

か

な

っ

て

」

 

佳

純

「

じ

ゃ

あ

受

験

す

る

っ

て

な

っ

て

、

予

備

校

通

う

時

は

是

非

。

私

の

行

っ

て

る

予

備

校

、

安

く

て

分

か

り

や

す

い

よ

」

 

岳

「

そ

う

な

ん

だ

」

 

電

車

が

到

着

す

る

。

 

佳

純

「

こ

っ

ち

？

」

 

岳

「

う

ん

」

 

佳

純

「

私

も

」

 

電

車

に

乗

り

込

む

２

人

。

 

 

○

流

山

市

・

外

観
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７

月

半

ば

。

夏

休

み

。

 

 

○

千

葉

県

・

野

球

場

（

午

後

）

 

夏

の

県

予

選

の

表

彰

式

。

 

葉

明

学

園

は

３

位

入

賞

。

将

司

と

笑

っ

て

い

る

剣

。 

 

○

流

山

市

・

予

備

校

・

西

走

ハ

イ

ス

ク

ー

ル

（

午

後

）

 

勉

強

し

て

い

る

一

樹

。

 

横

の

掲

示

板

に

７

月

期

の

模

試

や

テ

ス

ト

の

結

果

が

掲

載

さ

れ

て

い

る

。

１

位

は

一

樹

の

名

前

ば

か

り

。 

 

○

千

葉

県

内

・

教

員

採

用

試

験

・

会

場

 

試

験

前

の

吉

野

。

実

習

最

終

日

に

貰

っ

た

生

徒

達

か

ら

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

見

て

い

る

。

 

そ

こ

に

は

『

あ

り

が

と

う

。

先

生

に

な

れ

よ

』

と

の

岳

の

文

字

。

 

 

○

流

山

市

・

予

備

校

・

千

駄

木

ゼ

ミ

ナ

ー

ル

（

昼

）

 

入

り

口

の

扉

を

開

け

る

岳

。

 

講

師

「

こ

ん

に

ち

は

。
・

・

入

会

希

望

？

」

 

岳

「

あ

、

は

い

」

 

講

師

「

こ

ち

ら

ど

う

ぞ

」
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岳

は

講

師

に

案

内

さ

れ

て

進

む

。

す

る

と

横

の

自

習

室

か

ら

佳

純

が

出

て

く

る

。

鉢

合

わ

せ

る

２

人

。

 

佳

純

「

あ

！

」

 

岳

「

あ

。

ど

う

も

・

・

・

」

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お

わ

り

 


